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小規模多機能型居宅介護・グループホーム小規模多機能型居宅介護・グループホーム
　「ひめばら」が開所しました　「ひめばら」が開所しました
～八ヶ岳のふところで、心豊かな暮らしをともに～

施 設 の 概 要

小規模多機能型居宅介護小規模多機能型居宅介護
～手と手をつなぎ、ともに歩む～

グループホームグループホーム（認知症対応型共同生活介護）（認知症対応型共同生活介護）
～心と心をつなぎ、ともに生きる～
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　24時間 365 日、住み慣れた地域での生活をサポー
トします。
　さまざまな「困った！」「こんなことをしたい！」の
ご要望に、「通い（デイサービス）」「お泊まり」「訪問」
でお応えします。「今日、デイサービスのつもりで来た
けど、寒いし、雪が降ってるから、家に帰らないでここ
に泊まりたい」といったご要望にもお応えします。
登録定員 29人（介護認定 要支援１～要介護５）
通い（デイサービス）：定員 18人／日
泊まり：定員９人／日
訪　問：お買い物や外出など、暮らしに合わせた支援を
いたします。（緊急訪問相談可）

　認知症ケアに重点をおき、お一人おひとりが好ま
れる料理や洗濯などの家事を通じて居場所をつく
り、自立した生活が送れるような支援をします。
登録定員 18人 2 ユニット（介護認定 要支援 2～
要介護 5）
　少人数での共同生活で、落ち着いた空間でおだや
かに過ごしていただけます。

住　所：〒 391-0100　諏訪郡原村 17,217-125
（もみの湯　ちかく）

電　話：0266-78-3101　FAX：0266-78-3103

　日本で一番美しい村をめざす原村に、2021（令和 3）年 4月
1日にオープンしました。人も建物も地域社会に溶け込めるよう
な施設をめざしています。当施設のすぐ近くには、原村の皆さま
が昔から利用されている温泉「もみの湯」、野球場、テニスコー
トなどがあります。農作業をして温泉で汗を流した後に、この施
設に立ち寄って、入所されているご家族とご面会、スタッフも交
えてお茶をしながらゆっくりお話しして、そこに、野球の練習が
終わったお孫さんもやって来てみんなでワイワイ、そんな光景が
見られる日をスタッフ一同、心待ちにしています。

▲開所式テープカット　向かって左から小規模多機能型居宅
介護施設長　田

た

中
なか

剛
つよし

、統括院長　矢
や

澤
ざわ

正
まさ

信
のぶ

、原事業部長・
医師　丸

まる

山
やま

恵
けい

子
こ

、グループホーム施設長　菊
きく

池
ち

隆
りゅう

三
ぞう

▲施設名の由来となった「ひめばらもみ」は天然記念物で入
手が困難なため「ウラジロモミ」を記念植樹しました

▲居室は、すべて個室です。５月にな
れば、窓から新緑がのぞめます

▲和室もご用意しています。こたつと畳
で、ほっこりと

▲自然豊かな周りの景観に馴染むように設計しました
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型
Ｃ
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装
置
を
導
入
、運
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開
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ま
し
た

新
型
Ｃ
Ｔ
装
置
を
導
入
、運
用
開
始
し
ま
し
た
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南
長
野
医
療
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ン
タ
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篠
ノ
井
総
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病
院 

〜
南長野医療
センター
篠ノ井総合病院
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は
身
体
の
内
部
を
透
過
し
ま
す
が
、

組
織
や
臓
器
に
よ
っ
て
透
過
し
や
す

さ
は
異
な
り
ま
す
。
Ｃ
Ｔ
は
透
過
し

た
エ
ッ
ク
ス
線
量
の
差
を
デ
ー
タ
と

し
て
集
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
処

理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
身
体
の
内
部

を
画
像
化
し
ま
す
。
エ
ッ
ク
ス
線
を

照
射
す
る
部
分
と
、
透
過
後
の
エ
ッ

ク
ス
線
量
を
収
集
す
る
検
出
器
と
呼

ば
れ
る
部
分
を
対
に
し
て
回
転
さ

せ
、
身
体
の
周
囲
を
３
６
０
度
方
向

か
ら
連
続
的
に
エ
ッ
ク
ス
線
を
照
射

し
て
断
面
面
像
を
構
成
し
ま
す
。
ま

た
平
面
的
な
写
真
だ
け
で
な
く
立
体

的
な
画
像
も
作
成
可
能
で
す
。

　

今
回
導
入
し
た
Ｃ
Ｔ
の
特
徴
は
、

「
高
速
で
広
範
囲
な
１
回
転
撮
影
が

可
能
」「
さ
ら
な
る
低
被
ば
く
を
実

現
」「
従
来
Ｃ
Ｔ
装
置
の
課
題
で
あ
っ

た
金
属
に
よ
る
画
像
の
乱
れ
を
補
正

す
る
な
ど
高
精
度
な
画
像
」
な
ど
で

す
。

　

当
院
は
、
引
き
続
き
地
域
医
療
充

実
の
た
め
、
質
の
高
い
医
療
の
提
供

を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

復
帰
を
目

標
に
包
括

的
な
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の

提
供
を
行

な
っ
て
い

ま
す
。

　

長
野
医
療
圏
で
は
、
す
で
に
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
を
持

つ
病
院
が
複
数
存
在
し
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
で
私
た
ち
の
病
院
は
、
質

の
高
い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療

を
提
供
し
、
患
者
さ
ん
に
選
ば
れ
る

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
が
病
気
や
け
が
な
ど
で
入
院

が
必
要
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
・
安
全
な
生
活

が
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
、
急
性
期
・

回
復
期
・
慢
性
期
の
切
れ
目
の
な
い

医
療
を
提
供
す
る
た
め
、
今
後
も
回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
の

充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
伴
う
補
助
金
を
用
い
、
低
被
ば

く
で
高
画
質
な
検
査
が
可
能
な
キ

ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ

（
株
）
の
全
身
用
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
診
断
装

置
「A

quilion O
N
E/G

EN
ESIS 

Edition

」
を
導
入
し
、
３
月
に
稼

働
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｔ
と
は
、C

om
puted Tom

ography

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層

撮
影
）
の
略
で
、
Ｃ
Ｔ
検
査
は
エ
ッ

ク
ス
線
を
利
用
し
て
身
体
の
断
面
を

撮
影
す
る
検
査
で
す
。
エ
ッ
ク
ス
線

　

当
院
で
は
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
を
２
０
２
０
（
令

和
２
）
年
１０
月
１
日
に
開
設
し
ま
し

た
。
急
性
期
医
療
が
終
了
し
、
あ
る

程
度
状
態
が
落
ち
着
い
た
患
者
さ
ん

が
、
必
要
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
他
病
院
へ
転
院
せ
ず
に
継
続
し
て

行
う
こ
と
が
で
き
る
病
棟
で
す
。

　

南
館
３
階
病
棟
の
３９
床
が
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
と
な
っ

て
い
ま
す
。医
師
を
は
じ
め
看
護
師
、

ナ
ー
シ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、
理
学

療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴

覚
士
、
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
、

管
理
栄
養
士

な
ど
多
職
種

が
チ
ー
ム
と

な
っ
て
患
者

さ
ん
の
生
活

の
質
の
向
上

を
図
り
、
在

宅
お
よ
び
社

会
生
活
へ
の

▲回復期リハビリテーション病棟スタッフ

▲病棟ラウンジ

▲導入したエックス線CT診断装置



鹿教湯三才山リハビリテーションセンター鹿教湯病院
副院長（脳神経内科）

吉
よし

田
だ

　邦
くに

広
ひろ

先生

脳神経内科の紹介

〈略　歴〉
1978年、兵庫県立西脇高校 卒業
1984年、信州大学医学部医学科 卒業　専門分野：神経遺伝学
卒業後、信州大学医学部に36年間在籍（外勤病院勤務、国内・外の留学期間を含めて）
2000年 4月、信州大学医学部附属病院 遺伝子診療部助教授
2009年 6月、信州大学医学部附属病院 難病訪問診療センター・センター長
2010年 4月、信州大学医学部 神経難病学講座神経遺伝学部門・特任教授
2020年 4月、鹿教湯三才山リハビリテーションセンター鹿教湯病院 就職
資格：日本内科学会　総合内科専門医

日本神経学会　専門医・指導医
日本人類遺伝学会・日本遺伝カウンセリング学会　臨床遺伝専門医・指導医
日本認知症学会　専門医・指導医

　脳神経内科は脳や脊髄、末梢神経、筋肉の病気を診療する内科です。よく
見られる症状としては、頭痛、めまい・ふらつき、手足の脱力やしびれ、手
足のふるえやけいれん、歩きにくい、むせる、しゃべりにくい、物が二重に
みえる、物忘れ、などがあります。代表的な病気には、脳卒中、アルツハイ
マー病などの認知症、パーキンソン病、てんかん、片頭痛・緊張型頭痛、脳炎・
髄膜炎、多発性硬化症、脊髄小脳変性症、筋萎縮性側索硬化症、重症筋無力症、
多発神経炎（ギラン・バレー症候群など）、筋ジストロフィー、筋炎、などが
あります。非常に稀な病気もたくさんあり、診断には専門的な知識が必要です。
脳神経系の病気は、全身にさまざまな症状をおこします。そのため「患者さ
んのお話をよく聞くこと」、「全身をくまなく診ること」を心がけています。

鹿教湯三才山リハビリ
テーションセンター
鹿教湯病院

本所職員が医師へインタビュー

お医者さんお医者さん
やさし医、 たのし医、 くわし医、

当院の当院の

★
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兵
庫
県
で
す
。
高
校
を
卒
業
す
る
１８
歳

ま
で
兵
庫
に
い
ま
し
た
。
信
州
大
学
の
受

験
の
時
に
初
め
て
長
野
県
に
来
ま
し
た
。

来
た
時
は
３
月
で
す
の
で
雪
も
残
っ
て
い

て
暗
い
街
並
み
の
印
象
で
し
た
。
そ
の
時

は
４０
年
以
上
住
む
こ
と
に
な
る
と
は
夢
に

も
思
わ
な
か
っ
た
で
す
。住
ん
で
み
る
と
、

と
っ
て
も
良
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

　

自
分
で
思
い
返
し
て
み
て
も
、
あ
ま
り

見
当
た
ら
な
い
で
す
ね
。
な
ん
と
な
く
高

校
３
年
生
の
時
に
担
任
の
先
生
か
ら
「
医

学
部
に
行
っ
た
ら
ど
う
だ
」
み
た
い
な
こ

と
を
言
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

こ
れ
は
私
の
履
歴
に
も
関
係
し
て
い
ま

す
が
、
で
き
る
だ
け
良
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
で
す
。
一
時
期
、
信

大
の
遺
伝
子
診
療
部
で
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
に
随
分
携
わ
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
時
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
関
し

て
勉
強
す
る
な
か
で
よ
く
言
わ
れ
た
こ
と

は
、
積
極
的
な
傾
聴
、
要
す
る
に
患
者
さ

ん
の
話
を
真
剣
に
聴
く
と
い
う
こ
と
、
あ

る
い
は
共
感
的
な
理
解
、
患
者
さ
ん
が
ど

う
思
っ
て
そ
う
す
る
か
想
像
し
な
が
ら
理

解
す
る
、
そ
う
い
っ
た
言
葉
に
か
な
り
触

発
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
脳
神
経
内

科
の
診
療
に
も
か
な
り
関
係
し
て
い
ま

す
。
脳
神
経
内
科
は
診
察
よ
り
も
問
診
な

ど
で
病
気
を
診
断
す
る
部
分
が
か
な
り
大

き
い
科
で
す
の
で
、
患
者
さ
ん
の
話
を
よ

く
聞
く
こ
と
が
診
断
に
繋
が
り
ま
す
し
、

長
い
付
き
合
い
の
な
か
で
し
っ
か
り
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
く
こ
と

が
と
て
も
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q2
医
師
を
め
ざ
し
た
き
っ
か

け
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Q1
出
身
地
は
ど
こ
で
す
か
？

患
者
さ
ん
に
対
し
て
心
が

け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か

Q3

◀
屋
久
島
の
縄
文
杉

▲カラスアゲハ



　趣味の話、座右の銘
など多岐にわたるお話
をいただきました。蝶
の飼育をされている珍
しい話も伺い、有意義
な時間でした。日本高
名山、制覇できるといいですね。お忙しいところお
時間をいただき、ありがとうございました。

▲インタビュー時の様子

インタビュアーの一言
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脳
の
神
秘
さ
、
脳
の
多
様
性
と
言
い
ま

す
か
、
そ
こ
に
惹
か
れ
ま
し
た
。
な
か
な

か
目
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
す
し
、
部
位

に
よ
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
出
し
た

り
し
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
神
秘
性
や
多
様

性
に
惹
か
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
専
門
に
す
る

病
院
で
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス

タ
ッ
フ
と
患
者
さ
ん
が
非
常
に
寄
り
添
っ

て
い
る
感
じ
を
強
く
受
け
ま
す
。
脳
神
経

内
科
の
病
気
を
患
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
に

と
っ
て
は
い
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

医
師
の
立
場
か
ら
言
う
と
、
医
師
と
看
護

師
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
、
放
射
線
技
師
、

薬
剤
師
、
あ
る
い
は
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
な

ど
多
職
種
と
の
距
離
が
近
く
、
と
て
も

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
と
こ
ろ
が
良
い
と
こ
ろ

で
す
。
特
に
私
は
長
い
間
大
学
に
い
ま
し

た
の
で
、
こ
こ
で
は
医
師
と
他
職
種
と
の

距
離
感
の
近
さ
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

３０
代
後
半
か
ら
登
山
を
や
っ
て
い
ま

す
。
密
か
に
日
本
高
名
山
、
高
い
順
に

１
０
０
の
山
を
制
覇
し
た
い
と
思
っ
て
い

て
、
大
体
今
半
分
く
ら
い
達
成
し
て
い
ま

す
。
ま
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。

血
糖
値
や
コ

レ
ス
テ
ロ
ー

ル
値
が
高
い

こ
と
も
あ
り

登
山
の
た
め

に
も
、
５
、６

年
く
ら
い
前

か
ら
や
っ
て

い
ま
す
。

　

あ
と
は
、
蝶
の
飼
育
で
す
。
山
椒
に
卵

を
産
む
蝶
、
例
え
ば
ナ
ミ
ア
ゲ
ハ
、
ク
ロ

ア
ゲ
ハ
や
カ
ラ
ス
ア
ゲ
ハ
な
ど
は
山
椒
に

卵
を
産
み
ま
す
。
イ
タ
リ
ア
ン
パ
セ
リ

に
産
む
キ
ア
ゲ
ハ

も
い
る
の
で
す
が
、

そ
れ
ら
を
卵
か
ら

成
虫
に
育
て
て
放

す
こ
と
を
春
か
ら

秋
に
か
け
て
や
っ

て
い
ま
す
。
庭
に

山
椒
の
木
を
３０
本

く
ら
い
植
え
ま
し

た
。
毎
年
卵
を
た

く
さ
ん
産
み
に
来

ま
す
が
、
年
間
５０

匹
位
孵ふ

化か

し
て
い
ま
す
。
始
め
た
き
っ
か

け
は
、
安
曇
野
の
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
田た

淵ぶ
ち

行ゆ
き

男お

さ
ん
の
影
響
で
す
。
田
淵
さ
ん
が
最

晩
年
、
入
院
さ
れ
た
病
院
で
の
主
治
医
で

し
た
。
し
ば
し
ば
蝶
や
山
の
話
を
伺
い
、

ま
た
サ
イ
ン
入
り
の
著
書
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
田
淵
さ
ん
と
の
出
会
い
か
ら
、
蝶

や
山
に
も
思
い
入
れ
が
深
く
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　
　

　　

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
病
院
で
す
し
、
こ
れ

か
ら
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

自
立
し
た
生
活
を
継
続
す
る
た
め
に
も
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
意
義
は
非
常
に

大
き
い
と
思
い
ま
す
。
高
齢
者
と
と
も
に

歩
む
病
院
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
存
在
意

義
を
深
め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

Q4
脳
神
経
内
科
を
選
ん
だ
理
由

は
？

趣
味
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Q6
鹿
教
湯
病
院
の
よ
い
と
こ

ろ
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Q5

地
域
の
方
へ
一
言
お
願
い
し
ま
す

▲西穂高岳登頂

▲ナミアゲハ▲田淵行男さん著書

座右の銘※ニーチェの言葉「求め
るものはここにある」。社
会に出ていきづまったと
き、挫折したようなとき
に他の環境だったらうま
くいったんじゃないか、
もっと別の場所にいれば
うまくいったんじゃない
かと思いがちですが、結
局のところ自分が今立っているその場所に自分が求めるもの
があるんだ、もっともっと足元を見つめなおせという言葉で
す。運命的な出会いもあってその場所にいると思いますが、
いろいろな所に目を向けずに今自分が立っているところ、そ
の足元を掘り下げろというメッセージです。ここでしかでき
ないこともあります。この言葉をよく卒業する医学生に贈っ
ていました。

「To cure sometimes, to relieve often, to comfort 
always, this is our work.」
　大学にいる時に難病の訪問診療をやっていて、その時に自
分に課したモットーです。神経難病を対象にしていましたの
で、ここにあるように、病気が治せることは極々稀にしかない、
でもしばしばその患者さんの苦痛を取ることはできる。それ
以上に常にできることは患者さんに安らぎを与える、気持ち
を楽にしてあげることです。出典はわかりません。神経難病
の方に接するときなかなか治してあげられないですが、患者
さんの苦痛を少しでも和らげて、心穏やかに療養できるよう
にサポートするという気持ちを持って診療をしています。

副院長室に飾っています
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田
た

中
なか

　夏
なつ

江
え

　当ステーションは10人の訪問看護師が半径20㎞位の地域へ訪問してい
ます。介護や医療的ケアが必要な方、障害を持った方、最期を住み慣れた我
が家で迎える希望のある方などが、安心してその人らしく過ごせるように支

援したいと、往診医師や多職種と連携を取りながら日々奮闘しています。橋本主任も
そんな仲間の一人で「いつでも笑顔で優しく、力持ち」で利用者さんやご家族、もち
ろんスタッフからも頼りにされています。これからもその明るさで地域をニコニコ照
らしてほしいと期待しています。

紹介者
から

訪問看護ステーションあづみ
主任

利用者さんやご家族の思いに
寄り添った看護を提供しています

橋
は し

本
も と

さなえ
　私の勤務している「訪問看護ステーションあづ
み」は、5歳から 106 歳まで 180 人程の利用者
さんのところへ訪問しています。私は訪問看護に
異動して8年がたち、さまざまなことがありました。
　独居で認知症のAさんは、私の訪問も忘れ不在、
慌てていろいろなところを探すと田畑や店で発見、
今ではスムーズに対応できています。小児の訪問で
は、呼吸器を装着し医療依存度が高い児の介護の
ほとんどを母親が担うなか、毎日兄弟の世話、家事
などをこなしています。教わるばかりの訪問看護の
提供のなか、母親から「話をしたくて待っていたの」
と声をかけていただいた時はとても嬉
しく思いました。母親が職場復帰を考
えても、現状では医療ケアが必要な子
どもたちを預けられる施設は少なく、
社会との接点が少ないことを悩む人も
います。そんな母達の困りごとの相談
に乗り、制度についても異議を唱えて
いきたいと感じています。　　　
　また、当ステーションでは在宅看取
りは年間30人ほどあり、終末期の患
者さんが急きょ家に帰ることになり介
入依頼が来ることもあります。以前、

準備が間に合わず「帰りたい」という思いに応えら
れず、とても後悔したことがあるので、「早急に対
応する」よう心がけています。訪問看護は、いろい
ろな方の生き方や考え方や環境などを自分の目で
見たり聞いたりできること、四季の景色を見ること
ができます。利用者さん、家族、家族の一員であ
る可愛い犬や猫たちにも出会い元気をもらったり、
あげたりしながら、毎日楽しく仕事をしています。
今後も、利用者さん本人や家族の思いを叶えられ
るよう、思いに寄り添った看護を提供できるよう、
一層努力していきます。

こちら
北アルプス医療センター
あづみ病院

★
こちらナナーースススステテーーシショョンン

訪問看護ステーションあづみ訪問看護ステーションあづみ

▲訪問看護ステーションあづみスタッフ



▶ 『社会的処方』ってなに？ ◀
　例えばタバコが健康によくないことは皆さんがご存知ですが、実は最近、「人とのつながりを失う
ことや孤立すること」が、タバコと同じくらい健康によくないことが明らかになっています。「つな
がり」の中で「役割を持つ」、「社会参加する」ことは、健康を維持するうえで大切なポイントになる
のです。医療機関に持ち込まれる問題の２～３割は、社会的問題といわれています。それを解決して
いくために、従来の医療の枠組みでは対処が難しい「孤立」という病に対し、薬ではなく「地域での
人のつながり」を処方するのが『社会的処方』です。
▶ 『うすだ健康館』の役割 ◀
　JA長野厚生連（佐久総合病院）と佐久市臼田のＮ
ＰＯ法人「うすだ美図」が共同で運営している『うす
だ健康館』は、「つながりと社会参加」をコンセプトに、
地域に根付いた活動を展開し、「つながり」、「居場所」、
「対話」を大切にしながら歩んできて、今年で 5年目
を迎えます。さまざまな場面で『うすだ健康館』を紹
介（社会的処方）していただき、地域の皆さんの「お
薬」となれるよう、取り組みを続けています。
▶ うすだ健康館の『社会的処方』◀
●地域の保健室「はぐみ」
　「はぐみ」は、地域の方々とともに “はぐくむ ”、地域まるごと包み込
む “ハグする ” という思いを込めています。毎週金曜日にサロンを開催
し、作品作りできっかけをつくって皆さんとつながり、語り合います。
●佐久病院とお茶べり
　佐久総合病院の職員とお茶を飲みながら気軽に語り合う活動です。リ
ピーターが増え、参加者の皆さんに笑顔があふれる満足度の高い企画で
す。
●まちづくり実験室（ラボ）
　まちづくりのアイデアをみんなで出し合って地域に役立つ
活動を育てています。「新しい生活様式で人とのつながりを
どうつくるか？」のテーマから、外で火を囲んでおしゃべり
する「焚

た

き火
び

会」も生まれ、定期開催しています。

（うすだ健康館フロアマネージャー 井
い

出
で

美
み

由
ゆ

紀
き

）

『社会的処方』としての「地域での人の
つながり」づくりに取り組んでいます

佐久総合病院

佐久総合病院

▲佐久市臼田健康活動サポートセンター（うすだ健康館）

▲地域の保健室「はぐみ」

▲佐久病院とお茶べり

★

※一部の活動は新型コロナウイルス感染防止のため縮小をしています。

7

介護・福祉のひろば介護・福祉のひろば



旬
しゅん どう

さい
菜堂

ＪＡ長野厚生連は、地産地消に積極的に取り組んでいます。

　あさりは産卵期を迎える春と秋に身が膨らみ美味しくなり、旬とされます。旨味成分であるコハク酸の含有量が
多いのが特徴で、味噌汁やクラムチャウダーなど和洋中さまざまな料理の出汁として利用されています。

あさり
今回の主たる食材

　ビタミンやミネラルを多く含むあさりですが、なかでもビタミンB12、鉄が豊富な
のが特徴です。どちらも赤血球の産生に必要不可欠な栄養素であり、貧血予防に最適
です。鉄の吸収率を高めてくれるビタミンCと一緒に摂取することがオススメです。

　クセが少なく旨味の強いあさりは、簡単な味付けでも美味しく仕上
がります。今回は甘みが強くビタミンCを多く含む春キャベツと合わ
せた、旨味引き立つシンプルなレシピを紹介します。

❶あさりは砂抜きをしておく。
❷キャベツはざく切り、マッシュルームはスライス
する。
❸鍋に❶と❷、にんにく、酒を入れて蓋をし、10
分ほど煮る。
❹あさりが開いたらオリーブオイル・塩・コショウ
をかけて混ぜ合わせ、お皿に盛り付けたら完成。

●あさり 1パック
●キャベツ 1/4個
●マッシュルーム 6個
●おろしにんにく 適量
●オリーブオイル 大さじ1
●塩 小さじ1/2
●コショウ 適量
●料理酒 50ml

貧血予防で疲れにくいからだ作りを

あさりと春キャベツの酒蒸し

食材の栄養価と特徴

レシピ

エネルギー：30kcal

たんぱく質： 6g

鉄 ： 3.8mg

カ リ ウ ム：140mg

あさりの栄養価
（可食部100g当たり）

エネルギー： 50kcal
たんぱく質： 3.8g
食 物 繊 維： 2.8g
塩 分： 0.6g

1人分の栄養量

材料
（4人分） 作り方

あさりの砂抜きは、海水と同じ 3％濃度の塩水（水 200ml に対し塩小さじ１）で行うと良いです。
あさりの頭が少し出るくらいの水位で浸けると、あさりが酸欠にならず鮮度を保つことができます。調理のPOINT!
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浅間南麓こもろ医療センター
栄養科　管理栄養士

村
む ら

松
ま つ

　真
ま の か

花
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A：肝臓に中性脂肪が過剰に蓄積する病気です。肝臓に
はもともと脂肪を蓄える働きがあり、食事から得たエネ
ルギーを中性脂肪として蓄えています。脂肪肝にはお酒
の飲み過ぎによるアルコール性脂肪肝とそれ以外の非ア
ルコール性脂肪肝があります。非アルコール性脂肪肝は
最近増加してきた脂肪肝であり、メタボリックシンド
ロームと関係の深い脂肪肝です。

A：アルコール性脂肪肝は、お酒の多量摂取が原因です。
飲酒量には個人差があり、体質によっても異なりますが、
１日に日本酒 3合は多量飲酒になります。非アルコー
ル性脂肪肝は、多量飲酒ではない場合やお酒は飲まない
けれども食べ過ぎ、運動不足、肥満、糖尿病、脂質異常
症、高血圧が影響しています。アルコール性脂肪肝と同
じ肝細胞の障害を起こします。

A：脂肪肝が進行していくと、いずれ肝臓に炎症が起こ
る脂肪性肝炎になることがあります。アルコール性脂肪
肝でお酒の飲み過ぎが続けば、アルコール性脂肪性肝炎
になります。非アルコール性脂肪肝のなかでは、進行し
て非アルコール性脂肪性肝炎になることがあります。こ
れは「NASH（ナッシュ）」と呼ばれ、肝硬変から肝臓
がんに移行することがある危険な脂肪肝です。現在、日

北信総合病院
健康管理部　保健師

「 脂 肪 肝 」

田
た

中
な か

　絵
え

理
り

Q1. 脂肪肝とはどんな病気ですか？

Q2.どうして脂肪肝になるのですか？

本でも増加してきています。脂肪肝→脂肪性肝炎→肝硬
変→肝臓がんに進行することがありますので、脂肪肝を
予防・改善することがとても大切です。

A：治療薬については、現在開発や研究が進められてい
ます。まずは食事療法や運動療法といった日常生活に関
する取り組みを中心に治療します。お酒の影響が大きい
方は禁酒や節酒をしましょう。肥満がある方は、減量を
することで改善されます。食事は摂取カロリーを減らし、
主食・主菜・副菜をバランスよく食べることが大切です。
運動することも脂肪肝の改善に効果があります。メタボ
リックシンドロームに該当された方や、予備軍とされた
方で特定保健指導を勧められた方は、ぜひ特定保健指導
を利用して減量に取り組み、生活習慣の見直しを行いま
しょう。

Q4. 脂肪肝の治療にはどのような
ものがありますか？

Q3. 脂肪肝をそのままにしておくと
どうなるのですか？



佐久総合病院看護専門学校佐久総合病院看護専門学校

★
佐久総合病院
看護専門学校だより

　2月13日～14日（本番は14日実施）59期
生80人が看護師国家試験に行ってきました。
　今年は新型コロナウイルスの影響もあり、

実習において臨床場面に行く機会も少なく、その問題を
克服するため、校内実習ではさまざまな内容を考え学生
を支援してきました。国家試験前日の午後11時過ぎに、
宿泊先の東京で地震に遭遇し、試験に対する不安が大き
くなってしまうことを心配しましたが……
　さすが！！ 59期生（＾＾）。不安もどこ吹く風で、試験
当日は冷静に受験を終えて80人無事に帰ってきました。
本当にお疲れさま。そしてありがとう。皆さんの頑張り
を見て、私たちも頑張ることができました。

　3月8日、59期生の卒業式でした。今年も
新型コロナウイルス感染拡大予防のため、ご
家族は参列できませんでしたが、学校関係者
に見守られ無事に行うことができました。
　59期生は新型コロナウイルスで緊急事態宣
言が発令されたため、昨年4月の実習が途中
で中止になり、自宅実習に変更になりまし
た。その後オンラインでの実習、学内実習、
臨地実習と今までに経験したことのない実習
を乗り越え、80人全員が無事に卒業しました。
　祝電と教員からのメッセージは、59期生か
らの卒業記念品である両面ホワイトボードを
使って飾りつけをさせてもらいました。
　卒業式終了後、59期生からサプライズで担
当教員へ花束のプレゼントがありました。こ
れには教員一同感動です。
　これから、長野県厚生連の各事業所で看護
師として新たな一歩を踏み出します。
　優しく心温かい看護師として活躍すること
を職員一同心から祈っています。
　学校にもいつでも来てね。待ってます！

3年生
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浅間南麓こもろ
医療センター

佐久総合病院

　

フ
ァ
イ
ザ
ー
製
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

（
１
回
目
）
が
、
医
療
従
事
者
を
対
象
に
、
浅
間
南
麓
こ

も
ろ
医
療
セ
ン
タ
ー
の
保
健
予
防
課
に
お
い
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

リ
ハ
ー
サ
ル
の
一
環
と
し
て
、
１
時
間
１５
人
で
２
時
間

か
け
て
３０
人
の
病
院
ス
タ
ッ
フ
が
接
種
と
な
り
ま
し
た
。

事
前
に
配
布
し
記
載
し
て
も
ら
っ
た
予
診
票
を
基
に
、
接

種
前
に
医
師
に
よ
る
問
診
で
体
調
を
確
認
し
た
後
、
接
種

を
行
い
一
人
あ
た
り
５
分
程
度
で
予
防
接
種
が
完
了
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
副
反
応
に
備
え
て
１５
分
間
の
経
過
観
察

を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
大
き
な
混
乱
や
副
反
応
の
症

状
も
見
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
ス
ム
ー
ズ
な
流
れ
で
接
種
が

進
み
ま
し
た
。

　

今
後
も
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
つ
な
が
る
よ
う
、
安
全
を

第
一
に
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

佐
久
総
合
病
院
佐
久
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
３
月
２０
日
の
夜
、「
佐
久
熱
気
球
ク
ラ
ブ
」

の
皆
さ
ん
に
よ
る
主
催
、
佐
久
市
と
佐
久
バ

ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
組
織
委
員
会
に
よ
る

開
催
協
力
の
も
と
、
バ
ル
ー
ン
グ
ロ
ー
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
バ
ル
ー
ン
グ
ロ
ー
は
、
熱
気
球

を
浮
上
さ
せ
ず
に
、
風
船
部
分
を
行あ

ん

燈ど
ん

に
見
立

て
て
バ
ー
ナ
ー
で
照
ら
す
演
出
を
行
う
も
の
で

す
。
佐
久
市
と
コ
ラ
ボ
し
て
い
る『
北
斗
の
拳
』

の
３
兄
弟
が
あ
し
ら
わ
れ
た
バ
ル
ー
ン
が
、
夜

空
に
幻
想
的
に
輝
き
ま
し
た
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
に
奮
闘
す
る
医
療
従
事
者
の

皆
さ
ん
へ
敬
意
と
感
謝
の
意
を
込
め
て
」
と
い

う
こ
と
で
企
画
さ
れ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
３

密
を
回
避
す
る
な
ど
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
、

一
般
の
皆
さ
ん
へ
の
事
前
告
知
は
行
わ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
代
わ
り
に

イ
ベ
ン
ト
の
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
を
務
め
ら
れ
た
栁

や
な
ぎ

田だ

清せ
い

二じ

佐
久
市
長
や
、
佐
久

市
観
光
協
会
に
よ
っ
て
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
現
場

の
様
子
や
企
画
の
趣
旨
、

「
バ
ル
ー
ン
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
な
ど
が
当
日
配

信
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
お
祭
り
な
ど
で

使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
設
置
し
た
当

院
の
「
多
目
的
広
場
」
に
、
市
内
の
医
療
従
事

者
を
中
心
に
た
く
さ
ん
の
方
が
集
ま
り
、
お
互

い
に
距
離
を
と
り
な
が
ら
み
ん
な
で
バ
ル
ー
ン

を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
か
ら
私
た
ち
医

療
者
へ
応
援
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
心
温
ま
る

素
敵
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
、
こ
の
場
を
借
り
て
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

バ
ル
ー
ン
グ
ロ
ー
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　
　

〜
贈
ろ
う
感
謝
の
灯
を
、
つ
な
げ
よ
う
希
望
の
光
を
〜

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
を
し
ま
し
た

佐
久
総
合
病
院

浅
間
南
麓
こ
も
ろ
医
療
セ
ン
タ
ー

★

★

トピックス
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▲ワクチンを接種している様子

▲ワクチンをシリンジに吸い上げている様子

＜バルーンからのメッセージ＞
私たちの健康と命を守るため、日頃から医療に
従事くださるあなたへ、ありがとう。

世界を恐怖の淵におとしめた未知なる脅威に、
命の危険も顧みず闘うあなたへ、ありがとう。

あなたの命をかけた献身とそれを支えるご家族の
みなさんに、ささやかな「感謝の灯（ひかり）」
を贈ります。

あなたが流した沢山の汗が、涙が、医療にかける
情熱が、その瞳に映るこの小さな灯（ひかり）と
ともに希望の光となって、すべての想いが未来へ
つながることを願っています。

こころから、ありがとう。

＜バルーンからのメッセージ＞
私たちの健康と命を守るため、日頃から医療に
従事くださるあなたへ、ありがとう。

世界を恐怖の淵におとしめた未知なる脅威に、
命の危険も顧みず闘うあなたへ、ありがとう。

あなたの命をかけた献身とそれを支えるご家族の
みなさんに、ささやかな「感謝の灯（ひかり）」
を贈ります。

あなたが流した沢山の汗が、涙が、医療にかける
情熱が、その瞳に映るこの小さな灯（ひかり）と
ともに希望の光となって、すべての想いが未来へ
つながることを願っています。

こころから、ありがとう。
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私たちと一緒に、
地域医療を実践しませんか。
長野県は低医療費・長寿で有名です。本会は県下に14病院を
有し、救命救急センターや周産期母子医療センター、がん診療
連携拠点病院などさまざまな指定を受け、保健・医療・福祉活動
を包括的に展開し、その一翼を担っています。
信州の自然豊かな環境のなかで、四季折々の変化を存分に感じ
ながら、一緒に地域医療を実践しませんか。

夢が実現できる
看護職のキャリア形成を
支援します!!
◉新人看護職の卒後研修が充実しています

◉再就職支援をさまざまな形で行なっています

◉院内保育所や育児介護支援制度などがあります

◉認定看護師など資格取得を支援します

看 護 師 募 集

JA長野厚生連 人材確保対策室 人材確保対策課
〒380-0826 長野県長野市南長野北石堂町1177番地3 （JA長野県ビル10階）
☎０２６－２３６－２３０５　E-mail：saiyo@kou.nn-ja.or.jp　FAX：０２６－２３６－２３０７ 

薬剤師・医療技術職 随時募集中

医 師 募 集

地域医療を担うメンバーとして
共に歩んでみませんか

当会の活動や情報など、
随時情報発信しています。
ぜひ、ご覧ください。

ＪＡ長野厚生連
facebookのご案内

お問い合わせは下記または各病院まで
な
が

連
厚

令
和
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年
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30
日
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●佐 久 総 合 病 院 ☎0267-82-3131
　佐久医療センター ☎0267-62-8181
　小 海 分 院 ☎0267-92-2077
●浅間南麓こもろ医療センター ☎0267-22-1070
●北アルプス医療センター
　あ づ み 病 院 ☎0261-62-3166

●長野松代総合病院 ☎026-278-2031
　附 属 若 穂 病 院 ☎026-282-7111
●北 信 総 合 病 院  ☎0269-22-2151
●鹿教湯三才山リハビリテーションセンター
　鹿 教 湯 病 院 ☎0268-44-2111
　三 才 山 病 院 ☎0268-44-2321

●南長野医療センター
　篠ノ井総合病院 ☎026-292-2261
　新 町 病 院 ☎026-262-3111
●富士見高原医療福祉センター 
　富士見高原病院 ☎0266-62-3030

●下伊那厚生病院 ☎0265-35-7511
●長野ＰＥＴ・画像診断センター ☎026-269-0550
●健康管理センター ☎0267-82-2677
●佐久総合病院看護専門学校 ☎0267-82-2474
●ＪＡ長野厚生連 本所 ☎026-236-2305

http://nagano-kouseiren.jp

JA長野厚生連 本所「厚生連ながの」係
〒380-0826 長野県長野市南長野北石堂町1177番地3（JA長野県ビル）
FAX：026-236-2307
E-mail：info.honsyo@kou.nn-ja.or.jp

 今年は桜の開花が早く、いつもの年と比べ早い春の便りとなり
ました。新型コロナウイルスの影響により外出もなかなかできず
お花見もできない状況でしたが、スポットへ出掛けなくても日々
の通勤のなかで楽しむことができました。来年はお花見ができる
よう願うばかりです。（A・Y）

この写真は数年前に「高い高い」が大好きな
甥っ子を撮ったものです。
夏の真っ青な空に、太陽のＴシャツ。そして何
より弾ける笑顔。
とても気に入っている1枚です。
コロナ禍でなかなか会えず寂しいですが、次に
会えたときは大きくなった甥っ子を、腰痛覚悟
で「高い高い」しようと思います。

「高い高い」
撮影者：富士見高原医療福祉センター
           富士見高原病院　　　　　　　　　    有賀 達郎

「厚生連ながの」の
感想をお聞かせ
ください。

編
集
後
記

あるが     たつろう

医 師 募 集

長
寿
県
長
野
で

　第
一
線
の
地
域
医
療
を

　
　私た
ち
と
実
践
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

長
寿
県
長
野
で

　第
一
線
の
地
域
医
療
を

　
　私た
ち
と
実
践
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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